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助川農園で 
親バカトマトを
勉強中です！ 

 北原さんは令和６年１０月からの就農を目指しています。高齢化により生産者が減ってい
るトマトの生産振興に貢献したいと意気込んでいます。 
 

当部では、就農研修生の円滑な研修実施、就農に係る事業活用や経営の早期安定化を引き続
き支援して参ります。 

北原さんは、昔から興味があった農業を始めるために、
令和４年 10 月から、親バカトマト生産者である農業組合
法人[菊田の郷 助川農園]で就農研修を開始しました。 

研修品目として「トマト」を選んだ理由は、収益性があ
るいわき地域の代表品目であることと、なによりも、トマ
トが好きであったからだそうです。 

 

研修開始当初は、栽培に関する知識が全くなく、作業を覚えるこ
とが大変だったそうです。 
「研修から半年が経ち、少しずつトマトの管理方法について理解

してきましたが、一人前の農家にはまだまだです」と気を引き締め
て研修に取り組んでいました。 
 

研修と併せて、青年農業者クラブの活動にも積極的に参加し、就
農に向け、さまざまな情報を収集するとともに、先輩農家の皆様と
交流を深めるなど、着実に就農に向けた準備を進めています。 

 

研修前の打ち合わせ中…  トマトの誘引作業中です！ 



 

●課　長 渡辺　哲也 　課　長 新妻　俊栄 　課　長 山口　繁雄 　主任主査 高津　顕一

　主　査 木村　秀樹 　主　査 熊谷　有子

(畜産)

　副主査 大河原浩光

(果樹)

　副主査 遠藤　雄大 ●副主査 金丸雄太郎

(作物)

　副主査 村越佳奈子

(野菜特産)

●主　事 永井　加奈 　技　師 吉田　克哉

(作物)

　副主査 飯尾友和子

(野菜特産)

●専門員 矢吹　隆夫 　技　師 木村　栞子

(花き)

★技　師 新井山紘輝

(野菜特産)

有機担当（兼務）農業振興課 経営支援課地域農業推進課

　●部　長　志賀　忠市

　●副部長　　岸　正広

 

 

～令和 5年度農業振興普及部体制～ 

 

ごあいさつ 

組織図 

 新型コロナウイルス感染症の発生・流行から 3 年が経過しました。 

今年 5 月からは 2 類相当から 5 類に引き下げられ、少しずつコロナ禍前の状況に戻りつつあります。 

一方、世界的な情勢の変化による肥料、飼料や資材等の価格高騰等、食料・農業を取り巻く環境は依

然として、厳しい状況にあります。 

当農業振興普及部は、本年度も、虫の目、魚の目、鳥の目をもって、「ひとづくり」、「ものづくり」、

「地域づくり」の３つの視点から、普及指導活動を展開することで、いわき地方の農業の振興・発展・

復興に取り組んでまいります。 

農業者、関係機関・団体の皆様におかれましては、引き続き普及指導活動への、御理解と御協力をお

願いいたします。                           （農業振興普及部長） 

  

志賀部長 
いわきは初めての勤務となります。職員一同、サンシャインいわきの農業振興に尽力しま

すので、よろしくお願いします。 

岸副部長 
本庁水田畑作課より参りました。初めてのいわき勤務です。浜通りに来ると空が広いと感

じます。頑張りますのでよろしくお願いします。 

渡辺課長 
相双農林事務所から参りました。前年度は震災復興を目指し業務を実施してまいりました

が、いわきでは復興の一歩先を行く業務に取り組みたいと思います。 

金丸副主査 
双葉農業普及所から参りました。作物や農業青年クラブ、鳥獣被害対策などを担当しま

す。よろしくお願いいたします。 

永井主事 
初めての農林事務所勤務になります。まだまだ分からないことばかりですが、早くみなさ

んのお役に立てるよう、一生懸命頑張りますので、よろしくお願いします。 

新井山技師 
新採用職員として、皆様の姿を見てたくさん学んでいきたいと思います。これからよろし

くお願いします。 

矢吹専門員 
再任用職員としてお世話になります。家畜防疫および畜産関係補助事業等を主に担当しま

す。不慣れですが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

●…転入職員   

★…新規採用職員 

令和 5 年度は、転入職員 6 名、新規採用職員 1 名を含む計 18 名で皆様を支援してまいります。 

転入職及び新規採用職員紹介 

 

●課　長 渡辺　哲也 　課　長 新妻　俊栄 　課　長 山口　繁雄 　主任主査 高津　顕一

　主　査 木村　秀樹 　主　査 熊谷　有子

(畜産)

　副主査 大河原浩光

(果樹)

　副主査 遠藤　雄大 ●副主査 金丸雄太郎

(作物)

　副主査 村越佳奈子

(野菜特産)

●主　事 永井　加奈 　技　師 吉田　克哉

(作物)

　副主査 飯尾友和子

(野菜特産)

●専門員 矢吹　隆夫 　技　師 木村　栞子

(花き)

★技　師 新井山紘輝

(野菜特産)

有機担当（兼務）農業振興課 経営支援課地域農業推進課

　●部　長　志賀　忠市

　●副部長　　岸　正広



 

  

 

「農業用ドローン」は斑点米カメムシ防除の他、除草剤
の散布や追肥の実施、播種作業等に活用され、省力化が期
待できます。 
 
【農業用ドローン活用事例】 
① FG 剤（自己拡散性の粒剤）を用いた除草剤散布 

…慣行並みの防除効果が得られ、省力化！（遠野町） 
 

② 「天のつぶ」での湛水直播 
  …10a あたり 7～8 分で播種作業が可能。 

収量は 11.2 俵/10a（会津坂下町） 
 

 

エントリーNo.1 農業用ドローン 

先端技術でスマートな農業を！～スマート農業技術を紹介します～ 

 

エントリーNo.２ ジョイント栽培（V字トレリス※） 

「ジョイント栽培」は樹と樹をつなぎ、直線状に仕立て、
早期成園化や生産性の向上を図る栽培方法です。 

園地の若返り、規模拡大、後継者への園地継承をしたい方
におすすめです。 
 
【ジョイント栽培の効果】 
① 樹形の完成が早い。定植後３年目から収穫可能。 

５年目には慣行栽培の成木並の収量が確保可能。 
 
② 樹形が単純。摘果や収穫等の作業性が大幅に向上！ 

作業時間の短縮に！ 
 
※V 字トレリスジョイント栽培とは？ 

Ｖ字型の果樹棚を活用したジョイント栽培。従事の平棚
ジョイント栽培より作業姿勢が改善され、生産性 UP！ 

 

 

エントリーNo.３ コギクの電照栽培 

「コギクの電照栽培」は、気候の影響による、開花期のばら
つきを少なくし、需要期を狙って計画的に出荷できる技術で
す。必要なのは電照設備が設置可能なほ場と、電球だけ！   

栽培経験の浅い方でも取り組むことができます。 
 

【電照に適した品種】 
① 電照によって花芽分化をしっかり抑制できる品種 
② 自然開花期が需要期よりも早い品種 
③ 高温でも開花遅延しにくい品種 
 

（例）精こまき、精しらいと、精しずえ等 

スマート農業技術に関するお問い合わせは 

地域農業推進課（TEL 0246-24-6161）または、経営支援課（TEL 0246-24-6162）まで！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

農
業
青
年
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中
！ 

会
で
は
、
農
業
先
進
地
へ
の
視
察
研
修
を
通
じ

た
会
員
の
資
質
向
上
、
若
手
農
業
者
同
士
の
人
脈

育
成
、
保
育
園
や
小
学
校
等
へ
の
食
育
活
動
等
、

い
わ
き
市
内
の
農
業
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
！ 

 

会
員
は
年
中
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
若
手
農
業
者
の
皆
様
の
加
入
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
農
業
推
進
課
ま
で
！ 

  

い
わ
き
市
堆
肥
供
給
者
リ
ス
ト
の
活
用
を
！ 

リ
ス
ト
は
、
販
売
者
の
氏
名
や
連
絡
先
、
供
給
可

能
な
時
期
、
成
分
等
が
一
覧
表
に
な
っ
て
お
り
、
牛

ふ
ん
、
豚
ぷ
ん
、
鶏
ふ
ん
、
馬
ふ
ん
由
来
の
堆
肥
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。 

栽
培
す
る
品
目
や
目
的
に
合
っ
た
堆
肥
を
選
び
、

地
域
内
の
有
機
資
源
を
有
効
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
堆
肥
供
給
者
リ
ス
ト
は
い
わ
き
市
の
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

農
薬
は
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う 

 

左
記
の
こ
と
に
注
意
し
て
適
正
な
使
用
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。 

① 

農
薬
ラ
ベ
ル
や
最
新
情
報
の
確
認
。 

② 

農
薬
使
用
後
の
記
録
。 

③ 

農
薬
使
用
時
の
服
装
。 

④ 

周
辺
環
境
へ
の
配
慮
。 

⑤ 

農
薬
の
保
管
・
管
理
の
徹
底
。 

Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
？ 

Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
、
農
業
生
産
工
程
管
理
の
こ
と
で

食
の
安
全
性
の
確
保
が
目
的
で
す
。 

令
和
４
年   

月
よ
り
ふ
く
し
ま
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
は

国
際
水
準
に
移
行
し
、
農
場
経
営
管
理
お
よ
び
人

権
保
護
に
関
す
る
項
目
も
管
理
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

人
に
も
、
環
境
に
も
優
し
い
農
業
生
産
の
工
程

を
第
三
者
が
認
証
す
る
“Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
”
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
取
組
で
す
。 

県
で
は
、
“Ｇ
Ａ
Ｐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
”
を
進
め
、

こ
れ
ま
で
に
市
内
で
は  

農
場
が
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認

証
を
受
け
て
い
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
経
営
支
援
課
ま
で
！ 

農
作
業
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！ 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
装
着
、
家
族
や
従
業
員
へ
の
危
険
な
箇

所
の
情
報
共
有
な
ど
、
農
作
業
安
全
に
向

け
た
、
基
本
的
な
取
組
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
！ ま

た
、
熱
中
症
は
、
５
月
か
ら
多
く
な

っ
て
き
ま
す
。
充
分
な
水
分
補
給
と
休
憩

等
、
基
本
的
な
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
！ 

家
族
経
営
協
定
を
結
び
ま
せ
ん
か
？ 

こ
の
協
定
は
、
経
営
方
針
や
給
与
、
休
日
な
ど
働

き
方
を
家
族
で
話
し
合
い
決
め
た
ル
ー
ル
の
こ
と

で
、
労
働
環
境
の
改
善
に
有
効
で
す
。 

い
わ
き
市
で
は
、
令
和
５
年
３
月
末
時
点
で  

件

が
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。 

こ
こ
数
年
、
後
継
者
へ
円
滑
に
経
営
を
移
譲
す
る

た
め
に
締
結
す
る
経
営
体
が
増
え
て
い
ま
す
。 

家
族
が
十
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
就
業
環
境
を

目
指
し
て
、
働
き
方
改
革
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。 

認
定
農
業
者
お
す
す
め
で
す 

５
年
後
に
所
得  

 

万
円
を
目
指
し
作
成
し
た

経
営
改
善
計
画
が
、
い
わ
き
市
に
認
定
さ
れ
る
こ

と
で
認
定
農
業
者
と
な
り
ま
す
。 

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

場
合
、
低
利
の
制
度
資
金
の
融
資
、
経
営
所
得
安

定
対
策
、
補
助
事
業
に
よ
る
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
は
、
経
営
支
援
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。 

経
営
改
善
計
画
の
作
成
を
支
援
し
ま
す
！ 

新
規
就
農
者
の
支
援
を
し
て
い
ま
す 

 

い
わ
き
市
で
は
、
就
農
に
関
わ
る
関
係
機
関

・
団
体
を
構
成
員
と
し
た
「
新
規
就
農
者
等
推

進
会
議
」
を
令
和
４
年
７
月
に
立
ち
上
げ
、
相

談
か
ら
就
農
ま
で
の
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

昨
年
度
か
ら
い
わ
き
農
林
事
務
所
農
業
振
興

普
及
部
内
に
、
新
規
就
農
支
援
に
特
化
し
た
就

農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
福
島
県
農
業
振
興
公

社
所
属
）
を
配
置
し
、
日
々
の
就
農
相
談
の
ほ

か
、
昨
年   

月
に
は
、
い
わ
き
市
で
初
と
な
る

就
農
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

農
業
法
人
で
働
き
た
い
、
自
営
で
就
農
し
た

い
な
ど
、
農
業
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
経
営
支

援
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
！ 

鳥
獣
害
対
策
は
万
全
で
す
か
？ 

イ
ノ
シ
な
ど
の
獣
は
、
不
審
物
を
鼻
で
確

認
す
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。 

電
気
柵
は
「
心
理
柵
」
で
す
。
最
初
に
鼻

が
柵
に
触
れ
た
時
に
「
怖
い
、
危
険
だ
！
」

と
思
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

電
線
の
高
さ
、
常
時
通
電
、
電
圧
の
強
さ

等
、
今
一
度
、
電
気
柵
を
適
切
に
設
置
で
き

て
い
る
か
確
認
し
、
農
作
物
を
守
り
ま
し
ょ

う
！ 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て 

左
記
の
山
菜
は
、
引
き
続
き
出
荷
が
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。  

県
内
産
「
わ
ら
び
（
栽
培
）」
を
出
荷
で
き

る
の
は
、
県
に
登
録
さ
れ
た
生
産
者
の
み
で

す
。 

【
出
荷
制
限
】 

た
け
の
こ 

、
わ
ら
び
（
野
生
） 

 

ぜ
ん
ま
い 

、
こ
し
あ
ぶ
ら 

た
ら
の
め
（
野
生
） 

野
生
き
の
こ 

、
原
木
な
め
こ 

 

【
出
荷
自
粛
】  

さ
ん
し
ょ
う
（
野
生
） 

地
域
計
画
の
策
定
へ 

 

こ
れ
ま
で
、
一
部
の
地
域
で
人
・
農
地
プ
ラ
ン

（
地
域
農
業
の
将
来
の
あ
り
方
）
が
策
定
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
法
定
化
さ
れ
て
、
地
域
計

画
（
地
域
農
業
の
あ
り
方
＋
目
標
地
図
）
の
策
定

が
本
格
化
し
ま
す
。 

 

農
業
振
興
普
及
部
で
も
、
引
き
続
き
計
画
の
作

成
を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

地
域
農
業
推
進
課 

℡ 

０
２
４
６
―
２
４
―
６
１
６
１ 

経
営
支
援
課 

℡ 

０
２
４
６
―
２
４
―
６
１
６
２ 

福
島
県
農
林
水
産
部
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
お
願
い
し
ま
す
！ 

お
知
ら
せ 

49 

12 

 
540 

 

30 

10 


